
 

 

 

 

             

人権尊重とエンパシー 

                            校長 勝部 千良 

先日の管理職研修の中で人権教育について学びました。その内容を参考として、今月は人権尊重について触れさ

せていただきます。 

人権とは「人が生まれながら持っている必要不可欠なさまざまな権利」であり、人権を尊重するとは「自分の人権

を守り、他者の人権を守るための実践行動ができること」です。 

研修では、人権尊重を実践していく上で、「エンパシー(empathy)」が重要であると学びました。”empathy”は

辞書ではよく「共感」といった訳語が当てられますが、「誰かの気持ちを理解し、共有できること」という意味で、

相手の感情を感じ取り、あたかも自分自身がその人の置かれた状況にいるかように感じることです。”empathy”

の場合、必ずしも相手と同じような経験をしている必要はなく、相手の気持ちを主体とした感情です。一方で、必要

となってくるものは、自分が経験したことのないような状況下にいる人たちや直接の面識がない他者に対して、も

し自分がその人たちの立場だったらどう感じるだろうと想像する力です。 

言うまでもなく、私たちは人生の中で多くの人たちと出会い、社会を構成し、生活しています。育ってきた地域、

教育環境、文化的背景、持っている価値観などすべてが同じわけではありません。本校の生徒たち、教職員も同様で

す。お互いを尊重しながら生活していくためには、違いを理解するための知識のみならず、相手の立場に立って想

像する力も必要です。生徒たち、教職員には、本校のさまざまな教育活動を通じて、そのような「想像力」をいっそ

う身につけてほしいと願っております 

 

 

 

 地域クラブ硬式テニス部門の２名が、６月２２日（木）に吉賀町長を訪問し島根県総体の結果とインターハイ出場を報

告し、岩本一巳吉賀町長から激励の言葉をいただきました。今年度のインタ

ーハイは北海道で開催され、個人の部女子ダブルス（８月４日（金）～）、女

子シングルス（８月５日（土）～）に島根県代表として出場します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 ６月１５日（木）に全学年で人権教育ＨＲを実施しました。１年生は「人間関係づくり」をテーマに、事例をグループ

で検討し、より良い人間関係づくりのための行動や発言ができるスキルを学びました。２年生は「多様な性について考え

る」をテーマに性的指向や性自認をめぐる性の多様性を自分の課題として考える時間を持ちました。３年生は「就職差別

を考える」をテーマに模擬

面接の中で不適切な部分を

見つけ、就職差別をなくす

ために自分にできることに

ついて学習しました。各学

年とも、真剣に取り組んで

いました。 
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人権教育ＨＲを実施しました 

インターハイ出場を町長に報告しました 

２年生 加藤 那菜さん 

 ８月に行われる北海道インターハイに出場します。昨年は悔しい

結果で終わってしまったので、今年は１つでも多く勝てるように、

一戦一戦自分の最大限の力を発揮できるように頑張りたいと思いま

す。応援よろしくおねがいします。 

１年生 田口  桜さん 
 初めてのインターハイなので悔いが無いように自分のプレイを頑張りたいと思います。インターハイを通
してレベルアップしていきたいと思います。 

 



  

 

 

 6 月１３日（火）吉賀町の主催で『環境×食育フェア 2023in 吉高』が本校体育館で開催されました。お弁当の日の取

り組みなどについての映画を見た後、7 団体のブースに分かれて食や環境についての取り組みの説明を受けました。地域

の環境や食について考える良いきっかけをつくっていただきました。ご参加いただいた団体の皆様、ありがとうございま

した。 

【参加７団体】 柿木村有機農業研究会 ・ 柿木地域婦人会 ・ タカラバ ・ 食生活改善推進協議会  

 吉賀町学校教育研究会栄養部会 ・ 吉賀町産業課 ・ 益田圏域健康長寿しまね推進会議たばこと酒の部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１７日（土）に第１回オープンスクールを開催しました。今年は、町内・町外・県外

を含め合計４０名の中学生に参加していただきました。 

 生徒会からの学校生活や部活動紹介の後、本校の特色でもあるアントレプレナーシップ教

育の説明をし、３年生の北川颯良さんのプロジェクトによる「吉賀高校紹介動画」を上映し

ました。最後に、４グループの班に分かれ、本校

生徒との交流会や校内見学を通して和気あいあ

いと会話する様子が印象的でした。また、終了後

に町外の中学生の皆さんには、サクラマス交流セ

ンターとよしかみらい交流センターの２つの寮の見学を行いました。 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 6 月２１日（水）本校体育館にて、１年生がアントレで取り組むテーマを考えるヒントとして、先輩の実践や、地域の

方々の取り組みについてお聞きする座談会を開催しました。先輩方のプロジェクトに加えて、社会福祉協議会・吉賀町役

場・公民館の皆様に、まず活動内容を

発表していただき、そのあと座談会

形式で、活動しようと思ったきっか

けや活動する中でのやりがいなどを

１年生と一緒に話す時間を持ちまし

た。ここでのお話しをふまえて、１年

生のアントレを進めていきます。ご

協力いただきました地域の方々、お

世話になりました。 

オープンスクールを開催しました 

1 年生のアントレで「地域の方・先輩との座談会」を開催しました 

環境×食育フェア開催 

《保健委員長 伊藤柚葉さんの感想》 

 映画を見て、食べ物の大切さや作ってくれる親のありがたみを改めて感じました。また、今現在、

吉賀町で暮らしていて自然や美味しい食べ物があるということは、幸せな環境だと思います。これか

らも感謝の気持ちを忘れずに日々過ごしていきたいと思います。 

《参加した中学生感想》 

 吉賀高校の良さが分かりました。生徒会の人や先生がとても分か

りやすく丁寧に説明してくださってとても良かったです。 


